
消
極
的
、
観
念
的
、
部
分
的
、
貴
族
的
、
出
世
間
的
、
非

国
家
的
は
濁
り
印
支
の
み
な
ら
今
、
日
本
も
我
日
連
敬
義

よ
り
批
判
す
れ
ば
亦
此
揖
麗
を
見
か
れ
歩
、
後
の
日
蓮
教

義
の
特
色
の
下
に
耕
守
ん
。
一
二
園
備
畿
の
異
同
比
較
概
観

略
し
て
是
の
如
し
o
次
に
特
に
日
本
的
数
の
特
色
ゲ
一
述
ぺ

ん
。
（
嗣
出
）鎌

倉
殿
中
問
答
考

（
承
前
）

嘗
時
問
答
の
獄
況
を
記
し
て
日
（
「
斯
外
伺
候
J

大
名
諸
士

百
司
磨
v
肩
テ
屈
一
膝
ナ
而
列
座
1

凡
リ
貴
賎
上
下
道
俗
男
女
来

え

S

’J

曾
ス
守
宛
ヵ
如
－
－
雲
霞
一
門
前
成
－
群
チ
良
＝
希
代
ノ
妊
観
山
叫
（
略
位
十

一
左
）
「
鎌
倉
中
の
寺
院
は
不
一
一
申
及
－
三
浦
三
崎
金
崎
ム
ハ
ッ
、
浦

、
津
々
浦
々
喧
闘
は
駿
河
甲
斐
伊
豆
武
識
の
寺
冷
に
申
付
慣

俗
男
女
聴
聞
御
苑
の
由
所
仰
付
也
」
（
会
締
本
〉

印
師
一
度
場
に
臨
む
や
、
獅
子
王
の
勢
を
な

L
、
大
乗
の

幡
を
差
上
、
身
に
は
忍
辱
の
衣
を
着
し
‘
手
に
は
妙
法
五

宇
の
利
剣
を
提
け
、
正
直
拾
植
の
弓
を
張
L

リ
、
邪
正
一
如

の
失
を
番
ひ
、
爾
前
権
問
を
打
破
り
、
智
解
排
舌
縦
横
無

章
、
恰
も
宮
棲
那
¢
無
擬
弊
の
如
〈
、
大
風
の
雑
草
を
鹿

か
す
が
如
〈
、
普
（
法
華
折
伐
破
権
門
理
を
示
し
給
ふ
、

而
し
て
三
皮
の
論
難
正
に
刊
師
の
一
勝
利
に
臨
す
る
や
、
寺

社
奉
行
大
膳
大
夫
自
ら
宗
牒
を
輿
へ

m
筒
名
言
を
許
可
す

印
師
答
日
（
「
四
筒
の
名
言
今
夏
御
菟
無
〈
ご
も
、
少
し

も
慌
ろ
な
し
、
先
年
高
組
大
士
佐
渡
よ
b
赦
菟
の
時
、
放

、
．
本
化
合
向
瓶
傍
下
十
一

光
寺
時
宗
長
よ
り
宗
牒
含
下
し
置
か
る
、
F

別
統
・
夫
、
ご
八
譜
三

相

γ
4）
今
新
に
巾
す
事
御
無
用
也
」

t
o

叉
朗
等
身
は
松
葉
ヶ
谷
草
庵
に
居
し
給
ふ

t
雄
も
．
此
度

の
問
答
は
前
代
未
有
の
大
事
、
初
の
仰
の
如
〈
、
些
細
の

失
過
も
あ
ら
は
、
忽
も
流
島
刑
架
の
み
な
ら
や
、
一
宗
門

の
関
ケ
原
、
宗
粗
末
代
、
出
現
の
本
懐
も
唐
招
な
ら
し
む

と
、
乃
も
老
躯
の
御
身
を
杖
に
扶
げ
ら
れ
、
群
集
の
間
に

あ
り
七
、
問
答
を
窺
ふ
、
口
仁
は
経
文
を
諦
し
、
心
じ
は

諸
悌
菩
薩
b
t
祈
念
し
専
念
に
勝
利
を
希
ふ
、
然
る
仁
辛
な

る
哉
．
初
中
後
印
師
の
利
と
な
ら
し
か
ば
‘
喜
悦
満
面
、

互
に
顔
を
合
せ
し
、
嬉
し
泊
じ
御
法
衣
の
袖
を
絞
、
り
給
ひ

踊
躍
し
て
手
づ
か
ら
、
印
師
の
履
物
を
直
じ
給
ふ
、
印
師

鷲
き
且
つ
問
僻
す
る
事
再
三
、
世
の
諺
に
も
七
尺
去
っ
て
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師
の
影
を
踏
ま
子
、
一
宇
の
恩
に
舌
を
扶
（

E
申
す
事

さ
（
あ
り
、
何
卒
御
兎
被
下
度
と
、
云
へ
い
と
も
郎
等
聴
か

歩
、
日
〈
「
H
印
今
度
の
問
答
じ
勝
を
制
せ
る
は
、
設
自

身
の
智
恵
才
費
に
非
子
、
会
〈
我
姐
型
人
の
加
護
冥
熔
じ

あ
ら
や
’
ん
ば
、
・
如
何
に
雨
三
度
の
問
難
じ
利
・
惑
を
得
ぺ
け

ん
や
、
設
が
身
仁
は
大
事
人
の
心
霊
宿
れ
b
、
然
ら
ば
師
大

華
人
に
謝
す
る
我
の
鵡
な
り
、
何
の
子
細
か
あ
ら
ん
」
と

『
ニ
潟
本
取
意
比
下
清
水
龍
山
翠
へ
の
評
あ
り
比
率
賓
の
有
無
は
統
記
断
評
J

r
の
如
く
な
ら
ん
童
L
H疋
れ
記
者
印
刷
尊
の
心
事
存
付
度
L
て
築
ぜ
る
物
欺
、

更
に
以
下
、
少
し
（
三
書
よ
り
得
た
る
疑
貼
乃
至
矛
盾
鈷

を
語
ら
ん
、
先
づ
小
林
師
所
持
の
寓
本
は
、
初
一
識
に
徳
川

幕
府
の
事
、
書
中
日
蓮
宗
云
云
の
事
み
の
り
と
、
余
所
臓
の
寓

本
に
も
亦
日
蓮
宗
云
云
の
事
あ
り
、
師
臼
く
「
日
蓮
宗
々
挽

を
公
務
す
る
に
至
ら
し
は
、
明
治
九
年
新
居
日
薩
和
向
に

初
ま
れ
り
、
其
己
前
は
日
違
法
華
宗
と
呼
ぺ

b
、
然
れ
ば

此
稿
、
私
に
仕
用
せ
る
者
な
り
や
L

云
一
五
以
上
所
論
最
も
嘗

を
得
た
り
と
云
ふ
可
き
欺
、
然
れ
苫
も
二
者
共
に
所
謂
無

銘
の
書
な
れ
ば
、
確
賓
な
る
材
料
と
す
可
か
ら
ざ
る
は
勿

論
、
史
的
債
値
の
最
も
不
徹
底
な
る
も
の

t
云
ふ
ぺ
し
、

然
ら
ば
静
師
版
本
の
所
論
必
十
し
も
異
な
b
や
、
是
れ
亦

異
撃
精
密
な
る
考
究

ω要
あ
り
、
前
記
の
如
（
、
静
師
問

答
記
録
、
達
師
同
路
注
共
に
、
寛
保
元
年
間
版
な
り
、
記

録
者
静
師
の
侍
を
案
す
る
に
、
初
め
他
国
治
部
公
じ
師
事

し
、
文
保
二
年
波
午
位
師
寂
せ
ら
お
、
ゃ
、
師
ニ
十
一
歳
鎌

倉
に
遊
び
、
印
師
と
師
資
の
契
を
結
ぶ
、
後
印
師
桑
梓
に

入
ら
る
、
ゃ
、
師
は
京
都
に
入
b
、
貞
和
元
年
四
十
八
歳

足
利
害
氏
と
計
h
、
本
剛
問
点
す
を
六
僚
に
移
し
、
印
師
よ
h
『
由
一
品

遺
蝿

ω立
像
曾
、
伊
佐
南
島
の
赦
牒
、
安
閑
論
一
巻
、
戸
門

＝
一
伊
の
簸
J

安
k
甜
柿
寸
」
を
遜
へ
て
、
大
法
曾
を
修
す
時
に
、
光
明
帝
開
し

み
川
絞
下
J

召
さ
れ
三
位
借
郡
を
授
け
給
ふ
」
｛
三
五
＝
一
」
由
是
翻
之
、
元
藤

元
年
は
静
師
年
期
く
サ
二
、
三
位
借
都
の
位
階
無
き
は
勿

論
、
然
る
仁
三
位
と
云
ひ
、
又
開
版
の
時
を
示
し
て
、
文

感
一
冗
年
と
一
五
ふ
、
何
ぞ
矛
盾

ω
甚

rし
Eι
、
先
師
は
難

せ
h

リ
、
然
れ
ど
も
、
本
国
寺
鼻
姐
静
師
の
記
録
と
し
て
侍

は
b
し
問
答
記
、
了
義
法
師
に
至
ち
て
是
を
無
下
に
拾
去

る
仁
忍
び
す
、
多
少
作
強
付
曾
の
弊
ゐ
り
と
し
て
も
、
所

謂
本
宗
第
四
期
文
害
宗
論
時
代
の
必
然
的
産
物
た
る
可
し

開
版
年
月
の
如
3
も
、
章
疏
目
録
に
は
寛
保
と
せ
り
、
従

て
記
録
者
三
位
借
郡
目
前
の
書
と
せ

L
も
何
等
疑
馳
な
し
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叉
第
一
回
問
答
ヴ
問
者
た
る
、
十
宗
坊
は
余
の
寓
本
に
依

れ
ば
頭
殿
（
酬
鵬
高
）
の
持
戒
御
師
匠
、
誠
に
御
最
負
の
借
、

高
齢
に
て
法
然
を
組
と
な
す
Lι

、
第
三
回
の
伊
羅
護
道
日

も
入
宗
兼
皐
の
償
、
捕
と
浄
土
を
信
じ
、
大
唐
迄
ち
其
名

響
げ
り
と
、
然
る
仁
皆
是
れ
い
相
手
を
虚
飾
せ
る
文
字
の
如

〈
に
し
て
、
其
の
如
何
な
る
位
置
を
有
せ
し
人
物
な
り
や

予
の
詳
に
せ
ざ
る
所
な
り
。

如
上
自
家
掻
着
の
貼
甚
だ
し
、
且
く
記
し
て
先
輩
諸
賢
の

重
一
不
を
待
た
ら
、
余
先
づ
試
に
往
昔
の
先
哲
に
問
訊
せ
ん

十

三

当

チ

別
頭
流
記
十
三
左
臼
〈
「
予
曾
テ
護
一
一
殿
中
問
答
一
再
三
識
之

拙
議
論
之
随
決
非
＝
印
土
ノ
事
一
叉
非
V
H
静
之
筆
－
〕
一
五
一
五
叉
日

テ
ル
チ

（
「
書
中
叉
言
ク
朗
算
見
孟
印
J

有
日
勝
利
一
出
テ
而
収
ν
履
ヲ
甚
乎

哉
妄
誕
J

至
v
此
」
云
一
五
由
是
観
之
静
師
の
記
録
を
讃
破
し
た

る
事
明
了
な

b
、
然
る
に
版
本
静
師
記
録
に
は
朗
曾
取
履

一
五
云
り
記
事
全
々
無
し
、
然
ら
は
即
も
静
師
所
銭
の
問
答
記

も
一
に
止
ら
今
、
そ
が
内
容
の
如
き
も
、
又
一
様
な
ら
ざ

る
か
、
違
潮
二
重
共
に
時
代
を
同
じ
ふ
す
れ
ど
も
、
別
頭

統
記
の
完
成
は
、
享
保
十
六
年
（
皐
紀
二
三
九
ご
問
答
記

の
開
版
は
、
寛
保
元
年
（
皐
紀
二
四

O
こ
な
れ
ば
、
十
年

後
な
り
さ
れ
ぽ
世
流
布
の
真
蹟
を
見
た
る
に
非
ざ
る
欺
、

又
臼
〈
「
朗
曾
1
7
円
・
持
－
七
十
六
議
雄
一
r
t
l
而
意
気
剛
健
宗

門
ノ
大
事
何
ソ
譲
門
人
L
一
五
一
五
・
と
難
十
然

μ
Eも
、
問
答
の
翌

元
膳
二
年
七
十
入
歳
の
寂
也
、
故
じ
印
師
に
名
代
だ
ら
し

め
る
も
、
一
理
あ
ら
ん
。
向
年
譜
孜
異
に
問
尋
せ
ん
か
、

攻
異
上
廿
七
（
糟
林
山
械
恥
）
「
十
二
月
北
保
高
時
弘
諸
宗
徒
J

ト

ニ

セ

ν
ム

テ

y

z

・

レ

ム

リ

奥
＝
我
宗
徒
一
杭
論
法
一
師
命
一
一
日
印
－
潟
ν
劃
有
ν
利
」
同
下
九
左
一
百

リ旦
T

＝

‘

ト

ス

「
元
膳
元
年
ノ
代
＝
朗
師
一
典
ニ
諸
宗
借
－
論
－
－
法
義
チ
子
鎌
倉
府
－
事

大
有
v
利
殿
中
問
答
行
手
世
一
」
一
五
一
五
由
是
観
之
．
年
譜
孜
異
は

弘
化
四
年
（
皇
紀
二
五

O
七
）
の
作
な
れ
ば
、
静
師
問
答
記

及
び
達
師
注
も
共
に
是
認
し
た
る
が
如
し
。

上
来
問
答
を
概
論
し
了
せ
り
と
雄
也
、
其
の
結
果
と
し
て

宗
門
山
内
外
に
表
れ
た
る
問
題
に
一
言
せ
ん
。
先
づ
宗
内

γ
在
り
で
と
は
、
宗
門
一
一
般
通
愈
の
所
談

t
し
て
、
本
国

寺

ω
所
謂
宗
門
＝
一
箇
之
建
資
た
る
、
立
像
一
体
、
安
国
論

一
巻
、
御
苑
妹
二
遇
、
（
註
章
一
讃
五
社
一
一
）
を
以
て
朗
賞
、
印

師
に
劃
し
、
三
箇
度
の
問
答
を
謝
し
、
最
後
臨
終
の
時
じ

譲
り
給
ふ
と
云
ふ
、
古
来
の
先
賢
、
此
聞
に
何
等
の
質
疑

あ
る
伝
聴
か
子
、
親
師
停
燈
紗
の
如
き
、
三
ク
霊
賀
付
帰
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‘
の
事
に
是
非
の
所
談
あ
ら
ざ
る
よ
り
推
す
れ
ば
、
是
認
し

た
る
が
如
〈
l

行
串
朝
師
の
如
き
、
三
筒
の
重
賓
を
論
祢
』

る
動
（
帥
・
一
4
一一豆一民一一明）よ
b
翻
れ
ば
、
嘗
時
敵
親
せ
る
本

成
寺
振
な
り
し
が
、
日
高
に
費
し
何
等
の
質
疑
を
掃
み
し
を

知
ら
今
、
今
又
更
に
他
流
じ
求
・
め
ん
、
本
建
白
鏡
編
下
巻

、
合
掌
阿
閣
梨
日
授
著

J

F

顕
主
総
輩
出
高
品
川
本
差
乙
云
〈
「
勝
検
一
－
考
陣
惇
」
附
v
記
門
家
列

樽
，
書
及
陳
問
先
哲
”
年
譜
－
以
ν
之
駁
＝
議
陳
門
妄
惇
－
中
略
永

仁
ニ
叩
午
日
印
年
三
十
一
捨
＝
台
宗
－
始
投
＝
身
於
朗
師
－
同
五

丁
一
回
目
印
歳
三
十
四
議
＝
立
本
成
寺
－
文
保
二
成
午
目
印
歳
五

十
二
月
殿
中
問
答
起
戸
元
膝
元
巳
来
九
月
十
二
日
殿
中
問
答

畢
w
日
静
親
贈
即
席
記
之
同
年
朗
師
付
属
鼠
胸
元
組
奮
跡
松

葉
ヶ
谷
草
庵
並
三
筒
ノ
震
賀
ヲ
於
け
印
一
而
品
目
陳
徒
妄
憐
ス
ラ
ク

日
印
用
昌
三
箇
ぷ
盟
資
－
以
迭
＝
本
成
寺
一
者
予
ヵ
日
グ
日
印
若
住
日
時

我
意
－
於
賞
選
＝
此
J

珍
チ
子
本
成
寺
－
則
違
＝
背

Z
朗
師
＝
素
意
『

之
大
罪
入
品
何
ッ
目
印
如
v
是
事
蹟
ヵ
之
有
乎
悶
ニ
正
月
二

十
一
日
朗
師
於
品
本
土
寺
－
入
寂
λ

日
印
諮
＝
立
本
国
寺
一
以
＝
三

箇
ノ
珍
丸
一
之
テ
此
－
苛
霊
質
物
L
（
己
下
き
是
れ
叉
問
答
及
び

霊
賓
譲
奥
を
認
む
。
次
に
更
に
問
題
の
外
的
方
面
を
諭
壱

ん
、
宗
組
建
宗
己
来
自
主
抑
制
立
不
屈
不
銭
の
御
精
紳
を
鼓

吹
せ
ら
れ
、
惨
慌
た
る
歴
史
を
有
し
、
逆
境
の
裡
仁
生
ひ

立
て
る
宗
門
、
威
武
権
勢
じ
怖
れ
争
、
頑
冥
と
世
に
評
さ

れ
、
遂
じ
治
安
の
破
壊
者
と
し
て
脱
ま
る
、
に
至
れ
b
、

組
滅
後
二
陣
三
陣
の
猛
者
、
陸
緩

t
数
線
を
張
b
、
唯
一

経
王
の
大
躍
を
稜
揮
し
、
権
小
偏
食
群
経
の
折
伏
逆
化
、

蕃
地
に
纏
邪
を
突
〈
事
盆
ミ
念
な
b
、
権
門
の
道
俗
、
何
ぞ

惜
必
を
起
さ
ざ
る
を
得
ん
。
中
に
も
徳
行
清
雅
な
る
朗
隼

松
葉
ク
谷
に
堂
々
法
陣
を
張
る

t
共
仁
、
其
の
謙
徳
の
下

に
集
9
7
、
a

一
騎
嘗
千
の
法
器
、
朗
曾
九
鳳
の
如
き
有
b

上
記
の
「
鎌
倉
殿
中
問
答
」
果
し
て
異
な
b
と
せ
ば
、
宗

門
接
展
史
上
、
宗
組
滅
後
仁
於
け
第
一
問
題
た
品
、
此
仁

於
て
か
嘗
時
の
政
治
的
方
面
内
又
は
思
想
的
方
面
よ
b
研

究
の
歩
を
進
め
、
宗
蓮
盛
衰
消
長
史
上
の
、
確
買
な
る
断

案
を
得
ざ
る
可
か
も
や
，
。

吾
人
敢
て
等
閑
じ
附
し
た
る
に
は
非
ぎ
れ
ど
も
、
悲
い
哉

浅
才
薄
識
是
の
皐
仁
出
づ
る
能
は
や
、
然

b
t雄
も
敬
義

の
無
形
、
人
物
の
有
形
を
如
る

t
共
仁
、
教
義
は
究
め
難

t
人
物
は
究
め
易
〈
、
従

τ古
来
よ
b
、
教
徒
の
円
常
言

動
の
閉
じ
額
れ
た
る
、
史
的
研
究
は
、
吾
人
の
最
大
念
務
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な
り
と
思
惟
せ
り
、
近
来
文
運
の
時
代
遣
と
、
人
智
の
開
明

と
は
、
完
全
な
る
一
大
人
格
を
要
求
す
、
是
れ
易
よ
り
難

に
達
せ
ん
と
す
る
、
捷
径
な
れ
ば
な
り
。

希
〈
ば
識
者
諸
賢
千
猫
中
一
鼠
の
駄
稿
に
、
一
績
の
克
明

を
奥
へ
給
へ
ば
、
雷
仁
大
阜
の
雲
寛
に
於
げ
る
比
の
み
に

あ
ら
今
、
「
叉
如
一
眼
之
亀
値
浮
木
孔
己
徒
に
余
一
人
の
幸

な
る
の
み
じ
非
、
日
疋
れ
や
が
て
宗
門
の
慶
事
な
り
。

日
本
悌
殺
史
よ
り
親
に
る

日
蓮
上
人

堀

惇

（

－

）

序

言

安
戦
後
に
於
け
る
世
界
思
潮
の
悪
化
．
人
心
騎
越
の
失
墜

は
和
凶
の
岸
へ
も
漂
ふ
て
砂
か
ら
ぬ
勤
搭

t
恐
怖
と
を
奥

へ
て
居
る
o
A
1
の
裡
に
根
本
的
救
済
策
を
怠
た
っ
た
な
ら

ば
、
死
砲
に
陥
ら
し
め
る
程
そ
れ
程
、
亦
熟
化
の
暴
威
を

逗
ふ
し
て
居
る
。
此
の
際
此
の
秋
静
か
に
日
本
悌
散
史
を

緒
い
て
法
華
侍
来
の
墨
者
、
上
宮
、
停
致
、
吾
組
の
三
大

偉
人
の
面
影
を
想
起
し
た
な
ら
ば
蓋
し
成
慨
無
量
な
る
も

の
が
あ
る
。
而
も
今
年
は
太
子
の
千
三
百
年
大
師
の
千
百

年
忌
辰
と
吾
組
降
誕
七
百
年
の
嘉
曾
正
嘗
で
あ
る
。
何
と

不
思
議
な
廻
り
合
せ
で
は
な
い
か
。
更
に
其
の
三
事
共
仁

「
異
俗
一
貰
」
「
王
悌
冥
A
口
」
を
以
て
経
国
の
理
想
要
諦

t

さ
れ
た

t
一
声
ふ
共
通
貼
を
見
出
す
時
荏
深
の
意
味
が
存
す

る
t
思
ふ
。

今
私
は
此
の
三
喜
あ
っ
て
始
め
て
日
本
悌
教
と
し
て
の
光

輝
と
特
色
が
存
す
る
も
の
で
あ
（
、
更
に
吾
姐
の
出
現
に

よ
っ
て
其
完
成
結
論
に
到
達
し
臥
龍
点
晴
以
て
生
命
を
賦

奥
し
た
も
の
で
あ
る

t
云
ふ
，
』
と
を
史
的
過
程
を
無
親
し

な
い
限
り
に
於
て
、
其
大
要
を
論
じ
て
見
た
い
と
思
ふ
。

（
ニ
）
婁
徳
太
子
の
備
教
観

太
子
誕
生
の
年
代
異
設
や
南
岳
化
身
読
等
仁
就
て
の
旋
量

研
究
は
今
の
‘
所
論
で
な
い
か
ら
後
日
に
譲
る
と
し
て
直

ち
仁
太
子
の
悌
教
観
い
い
入
る
こ
と
に
す
る
。
太
子
の
悌
数

観
は
一
号
一
円
以
て
之
を
謂
は
い
十
七
憲
法
及
三
経
疏
に
於
て

議
き
て
居
る
。

十
七
憲
法
は
大
体
上
儒
致
道
徳
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
が
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